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函館ラ･サール高校同窓生著作リスト 

 

※第 8 回函館ラ・サール東京同窓会開催を機に、1～30 期の同窓生（敬称略）の単行本著書リストを作りました。 

（データは 2008 年 8 月 27 日現在です） 

※雑誌掲載文・学術論文・大学紀要・外国語論文等は外してあります。 

※書名の前にある★は母校図書館にあります。☆は東京同窓会会場で展示・紹介しています。この後、母校図書館に寄贈しま

す。（★☆の本は東京同窓会当日、展示・紹介しています） 

※可能な限り調べましたが、このほか何人かの方が書いた著書があると思います。著者の方、同窓生の出版物をご存知の方は

東京同窓会事務局までお知らせください。 hlstokyo＠yahoo.co.jp 

  新刊を出された著者の方もお知らせください。 

※母校図書館では同窓生の著書コーナーを充実するために、著書を送付していただけたら、ありがたいとのことです。 

  〒041-8765 函館市日吉町 1-12-1 函館ラ・サール学園 図書館 

卒業生として、同窓会として、母校図書館充実のために協力していきたいと思っています。 

※今回、多くの著者の方々から著書をいただきました（70 冊以上）。母校図書館の同窓生の著書は 110 冊以上になります。 

著書を快く母校図書館に寄贈していただけた著者の方々に感謝申し上げます。 

                                                          （データ作成 8 期・野呂春樹） 

 

 

 

 

 

著者 〔 〕はﾍﾟﾝﾈｰﾑ       書名                       出版社      価格    発行年度 

大 誠〔大地賢三〕（1 期）  ★『箱館戦争始末 土方歳三の恋』  ひねもすや出版  1700 円  2006 年 9 月 

〔内容説明〕箱館戦争が始まったいきさつから顛末まで、史実に沿って分りやすくまとめながら、土方歳三の恋愛や、戦争に

翻弄される庶民の姿などを生き生きと織り込んでいる。 

〔経歴〕1944 年函館市生まれ。慶應義塾大学法学部法律学科卒業。元読売新聞記者。著書に★『箱館戦争人物伝 最後のサムラ

イたちの死生観』（ひねもすや出版）。 

 

竹内伝史（1 期）  ☆『新・都市計画概論 改訂 2 版』（編著）  共立出版  3990 円  2006 年 12 月 

〔内容説明〕都市論から都市計画の実務まで幅広い都市計画論を体系的に記述したテキスト。「都市計画とは何か」ということ

と共に「都市計画はどのように実施されるか」にも重点をおいて解説。景観法、まちづくり三法の改正などに対応。 

〔経歴〕1944 年愛知県半田市生まれ。名古屋大学工学部卒業。名古屋大学大学院工学研究科修士課程修了。岐阜大学地域科

学部教授。主な著書に☆『交通工学 新版』（共著・鹿島出版会）☆『人と車[おりあい]の道づくり』（共著・鹿島出版会）☆『地域学

への招待』（共著・世界思想社）☆『交通』（共著・オーム社）など。 

 

門脇誠一（1 期）  『ポケットプログレッシブ韓日・日韓辞典』（共著）  小学館  3360 円  2004 年 4 月   

〔内容説明〕「韓日」に７万、「日韓」に２万項目を収録した、学習・旅行・各種検定対策に威力を発揮する携帯用韓国語辞典。

会話・作文にすぐ使えるフレッシュな用例満載。韓日・日韓相互参照で表現力もアップ。入門会話表現集も収録。 

〔経歴〕1944 年函館市生まれ。北海道大学文学部卒業。北海道大学大学院文学研究科博士課程中退。北海道大学大学院文学

研究科教授。北海道大学名誉教授（文）。著書に『朝鮮語辞典』（共著・小学館）『日本学・敦煌学・漢文訓読の新展開』（共著・汲古

書院）など。2008 年 7 月に『日韓辞典』（共著・小学館）刊行予定。 

 

藤田耕之輔（2 期）  ☆『土と食糧 健康な未来のために』（共著 「植物栄養生理学」） 朝倉書店  5775 円  1998 年 9 月 

〔内容説明〕食糧生産の基盤は土壌である。持続性のある食糧生産における土と植物のもつ機能の重要性を、環境学、科学、
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農学などから多面的にわかりやすく解説した。 

〔経歴〕1945 年亀田郡大野町（現・北斗市）生まれ。北海道大学農学部卒業。北海道大学大学院農学研究科博士課程修了。広島

大学大学院生物圏科学研究科教授。著書に『植物と微生物による環境修復』（共著・博友社）『生物生産学のプロローグ』（共著・

共立出版）など。 

 

山崎幸雄（2 期）  ☆『日本語を使いこなす言葉の実用辞典』(共監修）  小学館  2520 円  2007 年 10 月 

〔内容説明〕語彙や表現の幅を広げる、言葉の意味の知識を深める、誤用を正す。この３つのテーマを柱として、日常使われ

る言葉を中心に約 4500 語を収録。豊かな日本語表現への手引書であり、手紙やスピーチなど実用にも役立つ一冊。 

〔経歴〕1946 年函館市生まれ。東京大学文学部第三類言語学専修卒業。東京大学大学院人文科学研究科言語学専門修士課程

修了。新潟大学人文学部准教授。 

 

川端和治(2 期)  ☆『くらしの相談室 慰謝料 Q&A』（編著）  有斐閣  1957 円  1990 年 7 月 

〔内容説明〕精神的な打撃という被害に対する賠償である慰謝料。慰謝料はどのような場合にどれくらい認められているのだ

ろうか。具体的な 51 のケースから慰謝料の実際とその本質を考える。 

〔経歴〕1945 年虻田郡倶知安町生まれ。東京大学法学部卒業。霞ヶ関総合法律事務所弁護士。大宮法科大学院大学教授。主な

著書に『雇用関係の法律常識』（編著・日本評論社）☆『クイズ法律入門』（共著・有斐閣）☆『NHK ミニミニ六法』（共著・日本放送出

版協会）『Q&A でわかるネットビジネス法律相談室』(共著・日経 BP 社)など。 

 

秋好憲一（3 期）  ☆『ヤツメウナギが世界の眼を救う その驚くべき抗老化パワー』 文化創作出版 980 円 2006 年 3 月 

〔内容説明〕ヤツメウナギに含まれる天然コエンザイム Q10 は、イワシの 2 倍。また、目のビタミンはマサバの 340 倍もの含有

量がある。眼生力をつける天然コエンザイム Q10 とヤツメウナギのアンチエイジングパワーを紹介。 

〔経歴〕1946 年佐賀県生まれ。三笠市出身。成蹊大学卒業。理学博士。NPO 法人「予防医学・代替医療振興協会」日本事務局長・

常任理事専務理事。生活習慣病予防や中高年の更年期克服など、予防医学の意識普及や日本型食生活の見直しに精力的な講

演・執筆の活動を行っている。著書に☆『健康食材おいしいゴーヤを召し上がれ』（環健出版社〈発売・三冬社〉）☆『腸から始める

老化対策』（環健出版社〈発売・星雲社〉）など。 

 

遠藤八郎（3 期）  『親の目子の目世間の目もひとつおまけに教師の目 新版』  三省堂  1680 円  1996 年 3 月 

〔内容説明〕親の役割・教師の役割とは、行きつくところ「型破りな人間を育てる」こと。長年の教師体験をもとに、親・子・地域・

教師のあり方を多彩に率直に論じた好エッセイ。 

〔経歴〕1946 年函館市生まれ。明治学院大学文学部卒業。拓殖大学国際開発学部教授を経て、東北福祉大学総合福祉学部教授。

国際エデュケーター・放送ジャーナリストとしても活躍。主な著書に『日本人の英語 外国人の日本語』（三省堂）『英語は第 2 の日

本語だ！』（英潮社新社）など。 

 

乗木新一郎（3 期）  『環境の化学分析』（共著 「海水」）  三共出版  4300 円  1998 年 3 月 

〔内容説明〕大気、陸水と海水、土壌など、自然環境の汚染の歴史を概観して、環境中の化学物質の測定法について、試料

採取から定量分析、そしてデータ解析までの一連の操作を系統的に解説。 

〔経歴〕1946 年上磯郡木古内町生まれ。室蘭工業大学工学部卒業。北海道大学大学院水産学研究科博士課程修了。北海道大

学大学院地球環境科学研究院教授。著書に『海洋化学 化学で海を解く』（共著・産業図書）『大気・水圏の地球科学』（共著・培風

館）『環境負荷を予測する モニタリングからモデリングへ』（共著・博友社）など。 

 

木村和範(4 期)  ★『ジニ係数の形成』 北海道大学出版会 3990 円  2008 年 3 月 

〔内容説明〕経済格差の計測に今なお現役の統計指標として活用されているジニ係数の形成史を、イタリア語、英語、ドイ

ツ語、フランス語、デンマーク語の原典にもとづいて考察。 

〔経歴〕1948 年茅部郡森町生まれ。北海道大学経済学部卒業。北海道大学大学院経済学研究科博士課程単位取得満期退学。

北海学園大学経済学部教授（同大学大学院教授兼担）。主な著書に★『数量的経済分析の基礎理論』（日本経済新聞社）★『標
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本調査法の生成と展開』（北海道大学図書刊行会）★『統計的推論とその応用』（梓出版社）など。 

 

金谷誠一〔松越文雄〕（4 期）  ★『ひと休みの空』  思潮社  2520 円  2004 年 3 月 

〔内容説明〕詩人は、ひとりの夜に空を仰ぐ。亡き妻を、通り過ぎていった懐かしい人々を思い出しながら。生活のなかで詩を

書きつづけ、いまは浮き世の孤独と静かに向き合う。自然のリズムが詩を息づかせ、心優しいメロディーを響かせる。 

〔経歴〕1947 年松前郡福島町生まれ。北海道教育大学函館分校国語科卒業。青森県で中学校と肢体不自由養護学校に勤め、

2008 年 3 月退職。青森県八戸市在住。詩誌「現代詩図鑑」等に書き継いている。著書に詩集『潮曇りの午後』（私家版）。2013 年頃

に新詩集刊行予定。 

 

宮下 憲（4 期）  『ハードル』  ベース・ボール・マガジン社  1631 円  1991 年 8 月 

〔内容説明〕ジュニア世代の身長が伸びて、ハードル競技に適した体形になってきている。この時期にハードルを始めようとす

る初心者のために正しい競走の技術と合理的なトレーニング方法をわかりやすく解説する。 

〔経歴〕1947 年亀田町桔梗（現・函館市）生まれ。東京教育大学体育学部卒業。東京教育大学大学院体育学研究科修士課程修了。

筑波大学人間総合科学研究科教授。著書に『実践陸上競技 トラック編 ハードル』（大修館書店）。 1971・72 年日本選手権 110m

ハードル優勝。 

 

岡村州博（4 期）  『知れば知るほど、女性のからだ まだ欲しくない。でも、いつか出産してみたい。』   

婦人生活社  1050 円  2001 年 6 月 

〔内容説明〕女性の一生には思春期から、妊娠・出産、子育ての時期を過ぎて更年期、老年期と、男性とは違う人生の転機が

あり、多くのイベントがまちかまえている。これをどのように過ごすか、産婦人科医からのメッセージ。 

〔経歴〕1948 年函館市生まれ。東北大学医学部卒業。東北大学大学院医学系研究科教授 主な著書に『周産期のコツと落とし穴』

（編集・中山書店）『これならわかる産科学』（編集・南山堂）など。 

 

佐藤 光（5 期）  ☆『カール・ポランニーの社会哲学』  ミネルヴァ書房  5250 円  2006 年 4 月 

〔内容説明〕知の巨人・カール・ポランニー研究の新地平。新資料「ウイークエンド・ノート」の分析なども踏まえて、グローバル

資本主義を批判し、成熟した２１世紀世界を建設するための社会経済学的原理を明らかにする。 

〔経歴〕1949 年伊達町（現・伊達市）生まれ。東京大学経済学部卒業。東京大学大学院経済学研究科博士課程中退。大阪市立大

学大学院経済学研究科教授。専門は社会経済学、宗教経済学。主な著書に☆『リベラリズムの再構築』（書籍工房早山）『生命の

産業』（編著・ナカニシヤ出版）『柳田国男の政治経済学 日本保守主義の源流を求めて』（世界思想社）など。 

 

宮崎隆次（5 期）  『戦争・復興・発展 昭和政治史における権力と構想』（共著 「開発計画・工業化と地方政治」）   

東京大学出版会 7740 円 2000 年 4 月 

〔内容説明〕戦前と戦後の対比を通して、昭和の政治をさまざまな角度から再検討し、戦争による巨大な断絶・変化と、その変

化の中に貫かれている連続性の両面に注意を払いつつ、昭和政治の全体像を明らかにする。 

〔経歴〕1948 年函館市生まれ。東京大学法学部卒業。東京大学大学院法学政治学研究科博士課程単位取得満期退学。千葉大

学法経学部教授。著書に『連合政治Ⅰ』（共著・岩波書店）『占領と改革』（共著・岩波書店）『独裁と民主政治の社会的起源 1・2』

(共訳・岩波書店）など。 

 

栖原 暁（5 期）  ☆『アジア留学生の壁』  日本放送出版協会  918 円  1996 年 4 月 

〔内容説明〕「留学生 10 万人計画」は挫折に終わろうとしている。期待したほど魅力がなかった日本留学。アジア人留学生の

率直な声を聞き、日本社会の変わらざる差別意識や閉鎖性を問う。 

〔経歴〕1948 年函館市生まれ。一橋大学社会学部卒業。東京大学大学院人文科学研究科修士課程中退。財団法人アジア学生文

化協会留学生相談室長を経て、東京大学留学生センター教授。著書に『国際化の中の移民政策の課題』（共著・明石書店）など。 

 

佐藤正知（5 期）  『エネルギーと環境』（共著）  三共出版  1575 円  1998 年 4 月 
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〔内容説明〕日常生活に深く関わってくる「エネルギーと環境」を考えるうえで欠かせない要因は何か、またそれらの要因の中

の互いの重要性について、実例をあげながら説明する。 

〔経歴〕1949 年函館市生まれ。北海道大学理学部化学科卒業。北海道大学大学院理学研究科博士課程修了。九州大学工学部

助手を経て、北海道大学大学院工学研究科教授。専門は原子力工学、放射性廃棄物管理。著書に『図解雑学 エネルギー』（ナ

ツメ社）など。 

 

曾我部正博（5 期）  ☆『生物物理学とはなにか 未解決問題への挑戦』（編集）  共立出版  3990 円  2003 年 9 月 

〔内容説明〕遺伝子ＤＮＡの発見によって、生命の起源、進化、細胞・個体の機能、疾病の機構など、生命の基本的機能・機

構の背後に遺伝子とタンパク質という明瞭な物質の働きがあることが明らかになり、今日の分子生物学の隆盛がある。生物物

理学の現在の達成点を位置づけ、先のゴールに近づくために近未来に何をなすべきかを一線の研究者が語る。 

〔経歴〕1949 年上川郡比布町生まれ。大阪大学基礎工学部卒業。大阪大学大学院基礎工学研究科博士課程中退。名古屋大学

大学院医学系研究科教授。著書に☆『バイオイメージング』（編集・共立出版）☆『イオンチャンネル』（編集・共立出版）☆『Towards 

Molecular Biophysics of Ion Channels』（共著・Elsevier）など。 

 

金井一賴（5 期）  『経営戦略 新版 論理性・創造性・社会性の追及』（共著）  有斐閣  1995 円  2006 年 5 月 

〔内容説明〕伝統的な経営戦略で論議されるイシューとともに、ベンチャー企業の成長戦略、地域企業の経営戦略と社会、グ

ローバル戦略なども盛り込み、最新の経営戦略論を展開するテキスト。トピックやケースも刷新した新版。 

〔経歴〕1949 年富良野市生まれ。神戸大学大学院経営学研究科博士課程修了。北海道大学大学院経済学研究科教授を経て、大

阪大学大学院経済学研究科教授。主な著書に『企業戦略の新しい考え』（産能大学）『ベンチャー企業経営論』（編著・有斐閣）『日

本の産業クラスター戦略』（共著・有斐閣）など。 

 

齊藤裕志（5 期）  ★『江差八勝 資料集』（編集）  頼三樹三郎研究会  2003 年 9 月 

〔内容説明〕幕末、江差に遊んだ頼三樹三郎の事績の研究・論文の集成。江差八勝とは、頼と江差文人 7 人が、江差の優れ

た景観 8 箇所を選定し、それぞれを詩題として作詩したもの。 

〔経歴〕1948 年函館市生まれ。岩手医科大学歯学部卒業。さいとう歯科診療室理事長。郷土史家。頼三樹三郎研究会会長。著書

に『箱館戦争銘々伝 上』（共著・新人物往来社）★『江差齊藤家の歴史』（頼三樹三郎研究会）。 

 

佐々木伸（5 期）  『ホワイトハウスとメディア』  中央公論社（中公新書）  612 円  1992 年 4 月 

〔内容説明〕歴代大統領が安定した政権を維持、運営するためにどのようにメディアを操作してきたのか。またそうした情報操

作の中で「インナーサークル」と呼ばれるホワイトハウス取材に関して特権を持つ集団は、政権となれあうことなく監視するとい

う役割を果しえているのか。歴代政権、とりわけニクソン、レーガン、ブッシュ政権下で行なわれた捏造と虚偽宣伝をも含む熾

烈な選挙戦略を振り返り、行政府と第四の権力の確執の実態を現場から報告。 

〔経歴〕1948 年茅部郡森町生まれ。早稲田大学商学部卒業。共同通信社入社。ベイルート・ワシントン・カイロ特派員、編集局長、

大阪支社長などを経て、現在、共同通信会館専務取締役。著書に『ホワイトハウス報道官 レーガン・ブッシュ政権とメディア』（共

訳・共同通信社）『レバノン戦争 アラファトの 90 日』（共同通信社）『ペルー日本大使公邸人質事件』（編著・共同通信社）など。 

 

大野 洋（5 期）  ★『知りながら害をなすな』（共著）  ダイヤモンド社  2940 円  2004 年 10 月   

〔内容説明〕プロたるものは知りながら害をなすことはない。これからの企業は「良き企業市民」たれ−。安全と安心の提供を顧

客信頼の核とする 21 世紀型革新企業の社会的責任（CSR）と事前危機管理の手法を、豊富な事例をもとに学ぶ。  

〔経歴〕1949 年札幌市生まれ。一橋大学経済学部卒業。大和証券、モルガン・スタンレー・アセットマネジメント投信執行役員などを

経て現在、オーエスプラニング（株）代表、ダイヤモンド社企業情報編集部嘱託。☆『マンホールの博物誌』（ダイヤモンド社）の編

集・執筆に関わる。 

 

伊藤恒敏（6 期）  ★『地域医療システム構築 東北大学医学部の取り組み』（共著） 

東北大学出版会  2520 円  2005 年 5 月 
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〔内容説明〕医師の名義貸し・研究助成金問題など、一連の不祥事の根底に潜む地域医療の様々な問題の改善を考えるべ

く、東北大学医学部が立ち上げたワーキンググループの調査報告や最終答申、公開シンポジウムの記録などをまとめる。 

〔経歴〕1949 年函館市生まれ。東北大学医学部卒業。東北大学大学院医学系研究科教授。専門は免疫学。著書に『東北大学地

域医療シンポジウム講演録 医師不足と地域医療の崩壊 vol.1「今、医学部に何ができるのか」 vol.2「現場からの“提言”医療再

生へのビジョン」』（共著・日本医療企画）『医療白書 2007 年度版』（共著・日本医療企画）★『マグネットホスピタル 命を守る病院

づくり』（編著・日本医療企画）など。 

 

柿崎 繁（6 期）  『危機における現代経済の諸相』（編著）  八朔社  5097 円  1992 年 5 月 

〔内容説明〕１．現代資本主義の方法（１．グリーンバーグのアメリカ政治経済論 ２．現代資本主義世界編成把握のための基

礎視角 ３．危機の時代における経済学 ４．戦後日本資本主義分析の一視角） ほか 2 篇 

〔経歴〕1949 年白糠郡白糠町生まれ。早稲田大学教育学部卒業。法政大学大学院経済学研究科修了。明治大学商学部教授。主

な著書に『現代経済と経済学』（共著・有斐閣）『グローバリゼーションと東アジア経済』（共著・大月書店）など。 

 

中井 洋（6 期）・田辺幸雄（6 期） ★『“レセプト審査”の不可思議 EPO 訴訟から学ぶ不当審査との戦い方』（共著）  

                         医学通信社  1575 円  2004 年 11 月 

〔内容説明〕腎性貧血の決定的な治療薬であるエリスロポエチン（EPO）をめぐる訴訟「EPO 訴訟」の記録。座談会も掲載。付

属の CD-ROM には EPO 訴訟の全記録（裁判記録）を収録する。 

〔中井 洋・経歴〕1949 年函館市生まれ。東北大学医学部卒業。透析医療に従事。医療法人社団田園腎クリニック院長（川崎市高

津区二子）。主な著書に☆『透析患者のからだのしくみ』（メディカ出版）☆『ケアに生かす「透析学」入門』（メディカ出版）など。 

〔田辺幸雄・経歴〕1950 年函館市生まれ。東北大学法学部卒業。江東総合法律事務所弁護士。 

 

大沼邦博（6 期）  『労働団体法 上巻』（共著）  青林書院  5709 円  1992 年 1 月 

〔内容説明〕わが国の労働団体法は、60・70 年代以降の大幅な環境要因の変化にさらされて、新規な問題や根本的再検討

を必要とする問題等、種々の点で困難な問題に当面している。労働団体法の原理、原則に即しつつ、日本的労使関係の問

題の核心に迫る。   

〔経歴〕1949 年北見市生まれ。京都大学法学部卒業。京都大学大学院法学研究科博士課程終了。関西大学法学部・同大学院法

学研究科教授。専門は労働法。著書に『情報ネットワーク時代の法学入門』（共著・三省堂）『法、法哲学とナチズム』（共訳・みす

ず書房）『現代日本の公共政策』（共著・関西大学経済・政治研究所）など。 

 

外山茂樹（6 期）  ★『人へ街へ 外山茂樹発言集』  函館大妻学園  2003 年 10 月 

〔内容説明〕「函館市まちづくりセンター」に関わった時に、地域のまちづくり、人づくりについて、過去 10 年間にわたって学

会・講演会、シンポジウム等で発表・発言したものをまとめた。 

〔経歴〕1949 年函館市生まれ。横浜市立大学商学部卒業。一橋大学大学院経済学研究科博士課程修了。函館大学商学部助教

授を経て、函館大妻学園理事長・校長。著訳書に『ケインズ経済学の再評価』（東洋経済新報社）『シティバンク』（日本経済評論

社）『体系経済学辞典』（共著・東洋経済新報社）など。 

 

林 純一（6 期） ☆『ミトコンドリア・ミステリー 驚くべき細胞小器官の働き』  講談社（ﾌﾞﾙｰﾌﾞｯｸｽ） 1092 円 2002 年 11 月 

〔内容説明〕高校の生物の教科書にも登場するミトコンドリア。細胞内で酸素呼吸をして生体エネルギーを供給する、このち

っぽけな細胞小器官は、動物の細胞の中では核以外で唯一自分だけの DNA を持ち、父親の遺伝情報はいっさい受け取ら

ない。近年、このミトコンドリアが、癌や生活習慣病、老化に関係していると疑われている。はたして、ミトコンドリアにかけられ

た重大疑惑は真実なのか。 

〔経歴〕1949 年函館市生まれ。東京学芸大学教育学部卒業。東京教育大学大学院理学研究科博士課程修了。埼玉県立がんセ

ンター研究所主任研究員を経て、現在、筑波大学大学院生命環境科学研究科教授。著書に『二層膜オルガネラの遺伝学』（共

編・共立出版）『ゲノムを医学する 阿蘇シンポジウム記録』（共著・南山堂）など。 
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紺井博則（6 期）  『グローバリゼーションと国際通貨』（共編）  日本経済評論社  4935 円  2003 年 12 月 

〔内容説明〕金融に端を発したグローバリゼーション。国際金融はどこへ向かっているのか。ドル・ユーロの国際通貨体制、世

界の為替相場制度の分析を通じて、システム変容の全体像に迫る。 

〔経歴〕1949 年函館市生まれ。北海道大学経済学部卒業。北海道大学大学院経済学研究科博士課程単位取得退学。北海道大

学経済学部助手を経て、國學院大学経済学部教授。専門は金融論・国際金融論。著書に『現代金融論』（共著・有斐閣）『金融グ

ローバリゼーションの理論』（共著・大月書店）など。 

 

菊池正佳（6 期）  『インターネット時代の数量経済分析法 基礎からニューフロンティアまで』（共著） 

              多賀出版  2940 円  1994 年 4 月 

〔内容説明〕数量分析の基礎的な分析法の解説に加えて、近年、実務面での関心が高いファイナンス・マーケット予測や信

用リスク評価に関するニューフロンティア的分析法などを解説したテキスト。 

〔経歴〕1950 年函館市生まれ。東北大学経済学部卒業。東北大学大学院経済研究科博士課程単位取得退学。東洋大学経済学

部准教授。専門は計量経済学、数理統計学専攻。 

 

谷藤悦史（7 期）  ☆『現代メディアと政治 劇場社会のジャーナリズムと政治』  一藝社  1890 円  2005 年 9 月 

〔内容説明〕変転する歴史の中で、社会や政治はどのように変化し、メディアやジャーナリズムはどのように寄り添い、何をなし

てきたのか。現代ジャーナリズムと政治の共振作用と螺旋過程を解き明かす。様々な雑誌に寄稿した論考をまとめる。 

〔経歴〕1950 年釧路市生まれ。紋別郡遠軽町出身。早稲田大学政治経済学部卒業。早稲田大学大学院政治学研究科博士課程

修了。早稲田大学政治経済学術院教授。主な著書に☆『リーディングス政治コミュニケーション』（編訳・一藝社）『マス・コミュニケ

ーションの理論』（共訳・敬文堂）『誰が政治家になるのか』（共編・早稲田大学出版部）など。 

 

手塚公登（7 期）  ☆『経営学再入門 再チャレンジ！基礎から最新の理論まで』（共著 「経営組織論の構成と展開）    

同友館  2730 円  2002 年 2 月 

〔内容説明〕経営学の伝統的領域だけでなく、リスクマネジメント、環境経営論など、新しく注目されている領域も網羅し、基礎、

理解するコツ、注目されるトピックの三つに分けて説明する。挫折した人と挫折したくない人のための入門書。 

〔経歴〕1950 年久遠郡大成町（現・せたな町）生まれ。早稲田大学政治経済学部卒業。一橋大学大学院商学研究科博士課程単位

修得。成城大学社会イノベーション学部教授。著書に『企業組織の経営学』（共著・早稲田大学出版部）など。 

 

渡邊博史（7 期）  ☆『私は毎日、天使を見ている。』  窓社  3990 円  2007 年 1 月 

〔内容説明〕女性は断言した。「あなた達は天使を見る？ 私は毎日天使を見ている」と−。中米・エクアドルの首都キトにある

サン・ラザロ精神病院と、隣接するキトのコロニアル地域付近で撮影。見る写真集である以上に「見る人が見られる」写真集。 

〔経歴〕1951 年夕張市生まれ。札幌市出身。日本大学芸術学部写真学科卒業。ＵＣＬＡでＭＢＡ修士号を修得。ファインアート写真

家としてアメリカ西海岸を中心に仕事をしている。著書に写真集☆『ＦＩＮＤＩＮＧＳ』(PHOTOLUCIDA)がある。 

 

靏日出朗（7 期）  ☆『原価計算論 改訂版』  創成社  2415 円  2001 年 4 月 

〔内容説明〕企業が行う原価計算を計算面だけでなく理論面も重視し解説。計算例では総合原価計算における期末仕掛品

の評価の問題を中心に取り扱う。プロセス原価計算についての章を加えるなどした、97 年刊の改訂版。 

〔経歴〕1950 年士別市生まれ。明治大学商学部卒業。明治大学大学院商学研究科博士課程単位取得満期退学。札幌大学経営

学部教授・経営学部長。著書に『簿記の基礎 四訂版』（共著・森山書店）など。 

 

和田拓司〔和田 司〕（8 期）  ★『変貌する演奏神話 33 回転の精神史』  春秋社  2310円  2000年 7月 

〔内容説明〕指揮者のフルトベングラーやチェリビダッケ、ピアニストのグールドやホロビッツらの演奏を、今世紀の文化史的な

観点から縦横に力強く論じる。客観という迷宮に陥った巨匠の姿に迫るトスカニーニ編は圧巻。吉田秀和以後の音楽批評史
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に一石を投じる一冊。 

〔経歴〕1951 年函館市生まれ。東京外国語大学ロシア語科卒業。早稲田大学大学院文学研究科（ロシア文学）博士課程中退。著

書に『「共同幻想論」批判ノート』（私家版）。翻訳家。函館市在住。 

 

金谷武洋（8 期）  ★『日本語には主語はいらない 百年の誤謬を正す』  講談社  1575円  2002年 1月 

〔内容説明〕日本語は曖昧な言語ではない。曖昧に見えるのは、英語文法をむりやり当てはめるからだ。海外で長年日本語

教育に携わる著者が「主語」信仰を論破し、「日本語」に張られてきたレッテルを覆す、画期的日本語文法論。 

〔経歴〕1951 年北見市生まれ。東京大学教養学部卒業。モントリオール大学で博士号（言語学）取得。カナダ放送協会国際局など

を経て、現在、モントリオール大学東アジア研究所日本語科科長。主な著書に★『英語にも主語はなかった 日本語文法から言語

千年史へ』(講談社)『主語を抹殺した男 評伝三上章』（講談社）など。 

 

牧田善二（8 期）  ☆『糖尿病専門医にまかせなさい』 文藝春秋  1300円  2006年 3月 

〔内容説明〕血糖値にばかり目を奪われていては失明・透析・懐死といった合併症は防げない。専門医が、「病気の正体を知

る」「自分のレベル（重症度）を知る」「ぴったり合った治療を選ぶ」の 3 ステップで、糖尿病と戦う術を紹介。 

〔経歴〕1951年利尻島鬼脇（現・利尻富士町）生まれ。苫小牧市出身。北海道大学医学部卒業。久留米大学医学部教授を経て、糖

尿病をはじめとする生活習慣病治療のための「ＡＧＥ内科クリニック」を東京・銀座に開設。豊富な臨床経験と高度な研究実績を生

かす専門治療を実践中。糖尿病指導医。著書に☆『生涯をかけるなら！ 糖尿病専門外来クリニック』（中山書店）。 

 

新谷恭明（8 期）  ☆『学校は軍隊に似ている 学校文化史のささやき』   

海鳥社(出版･福岡県人権研究所)  1260円  2006年 3月 

〔内容説明〕「学校が病んでいる」という問題意識がある。それに対して、本書は学校では役に立たないと思われている歴史と

いう刀で喧嘩を売っているのだ。歴史のまなざしで見れば、学校は長年の生活習慣病を煩っている。その悪しき生活習慣を

見直さないと学校の改革なんてできないのだ。ちなみに高校時代の日本史は赤点。しかし、その１９６９年がこの本を書かせ

た（本人のコメントより）。 

〔経歴〕小樽市生まれ。三笠市育ち。立教大学大学院文学研究科博士課程教育学専攻単位取得退学。九州大学大学院人間環境

学研究院教授。著書に『尋常中学校の成立』（九州大学出版会）『大学とはなにか』（海鳥社・共著）など。 

 

太田 清（8 期）  『データで読む生活の豊かさ』  東洋経済新報社  2310 円  1999 年 11 月 

〔内容説明〕世代、所得・資産格差、女性の働きやすさ、国際的視点など、さまざまな角度から、国民生活の豊かさとその多様

性・多面性をデータで探る。 

〔経歴〕1952 年室蘭市生まれ。京都大学経済学部卒業。経済企画庁、内閣府、政策研究大学院教授を経て、日本総合研究所調

査部主席研究員。主な著書に『景気予測の考え方と実際』（有斐閣）『入門パネルデータによる経済分析』（共著・日本評論社）『女

性たちの平成不況 デフレで働き方・暮らしはどう変わったか』（共編・日本経済新聞社）ほか。 

 

小田原修（8 期）  ☆『軌道上実験概論 宇宙・流れ・生命』（監修）  海文堂出版  3990 円  2000 年 4 月 

〔内容説明〕宇宙真空環境の利用、気泡と液滴の運動、宇宙生物学など、これまで宇宙で行われてきた様々な実験を紹介。

96 年から開催してきた宇宙飛行士・毛利衛を中心とした「毛利サマースクール」での講義をもとに集成。 

〔経歴〕1951 年函館市生まれ。東京工業大学工学部卒業。東京工業大学院理工学研究科博士課程修了。通商産業省工業技術

院主任研究官、東京工業大学助教授、宇宙開発事業団客員開部員を経て、東京工業大学大学院総合理工学研究科教授。著書

に『なるほど宇宙』（監修・宇宙開発事業団宇宙環境利用システム本部）☆『ミールメチティ 宇宙紀行』（執筆／監修・NPO 法人プ

ロサップ）など。 

 

岡田信弘(8 期)   ☆『憲法のエチュード』（編著）  八千代出版  2520 円  2004 年 5 月  

〔内容説明〕憲法に対する理解を容易に深めることができるように工夫したテキスト。大学生として初めて憲法を学ぶ人や、こ

れから憲法を学ぼうとしている一般の人を対象にまとめる。 
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〔経歴〕1951 年紋別郡遠軽町生まれ。北海道大学法学部卒業。北海道大学大学院法学研究科公法専攻博士課程単位修得退学。

明治学院大学法学部教授を経て、北海道大学大学院法学研究科教授。主な著書に☆『日本国憲法解釈の再検討』（共著・有斐

閣）『政治過程と法』（共著・岩波書店）など。 

 

鎌田広己（8 期）  『太宰治「走れメロス」作品論集』（共著 「走れメロス」試論）  クレス出版  5040 円  2001 年 4 月 

〔内容説明〕「走れメロス」は、発表直後にはそれほど注目されなかったが、同時代人からも好意的に批評された作品だった。

作品の研究史概要と鑑賞における重要な論点を眺望する、昭和 20 年代から現代までの作品論集成。 

〔経歴〕1952 年留萌市生まれ。旭川市出身。立命館大学法学部卒業。神戸大学大学院文化学研究科文化構造専攻途中退学。大

阪成蹊短期大学教授。著書に『近世と近代の通廊 十九世紀の日本文学』（共著・双文社出版）『淀川の文化と文学』（共著・和泉

出版）など。 

 

澤田賢一（8 期）  『症状から診る内科疾患』（共編） メジカルビュー社  13650 円  2005 年 4 月 

〔内容説明〕患者は「病名」を訴えるのではなく「症状」を訴えるものであるという実情に即し、内科疾患を症状からアプローチ

するように配列。項目ごとに図や表を多く用いて、エッセンスを凝縮。手元に置いてすぐに参照できる一冊。 

〔経歴〕1952 年美唄市生まれ。札幌市出身。北海道大学医学部卒業。秋田大学医学部内科学講座、血液・腎臓内科学分野教授。 

 

瀬戸正昭（8 期）  ☆『詩集 音楽』  林檎屋  1900 円  1999 年 1 月 

〔内容説明〕本書は、著者が愛するクラッシック音楽を素材にした詩集。全体は器楽編、人物編、羇(き)旅歌編の３部にわかれ、

和語と西欧音楽の渾然とした効果を意図したもの。 

〔経歴〕1951 年岩見沢市生まれ。早稲田大学文芸科卒業。札幌市の広告会社「朝日アグリ」代表取締役。詩誌「饗宴」主宰。北海

道詩人協会理事。著書に☆『野菜小詩集』（ライフ出版社）など。 

 

中山卓三（8 期）  ☆『詩集 凍える坩堝』  ライフ出版社  2000 円  1993 年 9 月 

〔内容説明〕本書は「創 21 詩人叢書」の 1 巻として世に出た。高校時代から書き綴った詩編に加え、上京して鋳造彫刻家とし

て自立後の作品を収録。収録された長編詩「生きる」は、北海道新聞の時評で、批評家・笠井嗣夫氏が「70 年代の青春を生

きぬいた著者の記念すべき詩」として賛辞を呈した代表作。 

〔経歴〕1951 年室蘭市生まれ。工房独活(蝋型鋳造彫刻工房)主宰。「独活」の名は高校時代のガリ版雑誌から命名。 

 

菊地裕太郎（8 期）   『不動産紛争解決の手引』（編著）  新日本法規  11550 円  2004 年年 3 月 

〔内容説明〕近時ますます多発する不動産に関する紛争について、Q&A 形式で一般にも分りやすく説明した手引書。 

〔経歴〕1951 年伊達町（現・伊達市）生まれ。東京大学法学部卒業。菊地綜合法律事務所所長弁護士。著書に『判例・信用供与取

引法』（共著・経済法令研究会）『銀行実務判例総覧』（共著・経済法令研究会）『企業責任』（共著・新日本法規）など。 

 

笹浪恒弘（8 期）  『条解民事再生法 第 2 版』（共著）  弘文堂  13650 円  2007 年 12 月 

〔内容説明〕民事再生法および民事再生規則の全条文を逐条解説。理論と実務の現状をふまえ、実務上の問題に対する合

理的解決のあり方を客観的に示す。新破産法、新会社法などの制定及びそれに伴う関係法令の改正も盛り込んだ第 2 版。 

〔経歴〕195２年室蘭市生まれ。中央大学法学部卒業。卓照綜合法律事務所弁護士。著書に『新版破産法〈新・裁判実務体系 28〉』

（共著・青林書院）など。 

 

赤松 晃（9 期）  ★『国際租税原則と日本の国際租税法 国際的事業活動と独立企業原則を中心に』   

税務研究会出版局  5250 円  2001 年 11 月 

〔内容説明〕1962 年に骨格が成立した現行の日本の国際租税法の課税原理を、日本における国際租税原則の受容と発展と

いう観点から再評価し、21 世紀の日本の国際租税法の制度設計に新たな視点を提供する。日税研究賞特別賞受賞。 

〔経歴〕1952 年釧路市生まれ。南山大学経営学部卒業。一橋大学大学院法学研究科博士課程修了（法学博士）。国税庁勤務を経

て、ホワイト＆ケース税理士法人代表社員。一橋大学法科大学院（実践税法）・慶應義塾大学法学部（国際租税法）非常勤講師。
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移転価格税制、国際 M&A、タックス・ヘイブン対策税制、外国税額控除、租税条約等の国際課税問題を専門とする税理士。著書

に★『国際課税の実務と理論 グローバル・エコノミーと租税法』（税務研究会出版局）など。 

 

吉田晃敏（9 期）  ☆『格差なき医療 日本中が世界最高水準の治療が受けられるようになる日』 

              講談社  1575 円  2007 年 4 月 

〔内容説明〕旭川発ブロードバンド診療が日本中をつなぐ！ 日本のどこに住んでいても最高の医療が受けられる、そんな「医

療格差のない」社会をめざし遠隔医療の普及に尽力してきた著者が、これまでの軌跡と将来の展望を綴る。 

〔経歴〕1952 年札幌市生まれ。旭川医科大学医学部卒業。旭川医科大学眼科講座教授。2007 年より旭川医科大学学長。オンデ

マンド型ネットワーク制御技術に関する研究開発プロジェクトリーダー。糖尿病網膜症等の眼科手術、遠隔医療等の研究に従事す

る。主な著書に『眼底疾患アトラス』（編著・金原出版）『現代の眼科学 改訂第 9 版』（共著・金原出版）『網膜・硝子体 すぐ役に立

つ眼科診療の知識』（編集・金原出版）など。 

 

斉藤享治（9 期）  ★『日本の扇状地』  古今書院  2940 円  1988 年 10 月 

〔内容説明〕山地と平地の境界域に形成される扇状地はなぜできるのか。そしてどうなっていくのか。これらの問題を中心に、

全国の扇状地の地形計測をした著者が、学生を対象に書いたテキスト。 

〔経歴〕1952 年函館市生まれ。東京大学理学部卒業。東京大学大学院理学系研究科博士課程単位取得。北海学園大学教養部

教授を経て、埼玉大学教育学部教授。著書に★『世界の扇状地』（古今書院）など。 

 

丸藤 哲（9 期）  『臨床研修 救急一直線』（編集）  南江堂  5985 円  2003 年 5 月 

〔内容説明〕救急医療初体験の若い医師にとっての入門書。まず考えることと行うこと、見逃してはいけない疾患・病態、診断

のために必要な問診、所見、具体的対処法、してはいけないこと等、救急研修に必要な基本処置をわかりやすく解説。 

〔経歴〕1952 年帯広市生まれ。北海道大学医学部卒業。北海道大学大学院医学研究科侵襲制御医学講座救急医学分野教授。

主な著書に『麻酔・救急医療における薬のハンドブック』（共著・南江堂）『ＤＩＣ治療の新たなストラテジー』（先端医学社）など。 

 

諸戸樹一（9 期）  ☆『ロレンス研究 アロンの杖』（共著 「逆転の構図 アロンの杖と聖書の問題」）   

朝日出版社  2100 円  1988 年 12 月 

〔内容説明〕「愛」の呪縛からの解放を求める男の物語、D.H.ロレンスの中期の問題作『アロンの杖』に多面的に迫る画期的論

集。国内外の諸文献を網羅・紹介！ 

〔経歴〕1952 年北海道生まれ。立命館大学文学部卒業。立命館大学大学院文学研究科修士課程英米文学専攻修了。京都学園

大学法学部教授。専門は 19～20 世紀イギリス文学。著書に『D.H.ロレンス短編全集 3』（共訳・大阪教育図書）『英米短篇選 子供

の情景』（共著・山口書店）☆『不死鳥 上・下・Ⅱ』（D.H.ロレンス著 共訳・山口書店）など。☆『ロレンス研究 カンガルー』（共著・

朝日出版社）。 

 

吉川和宏（9 期）  『憲法〈1〉 統治機構』  不磨書房  3360 円  2004 年 10 月 

〔内容説明〕憲法はどのように機能し運用されているのか。現状の正確な把握と全体像。使いやすく、わかりやすい「大学全

入時代」の専門科目のテキスト。 

〔経歴〕1953 年芦別市生まれ。上智大学法学部卒業。上智大学大学院法学研究科博士課程単位取得満期退学。東海大学法学

部教授。著書に『憲法 第 2 版』（共著・青林書院）『事例で学ぶ憲法』（共著・青林書院）など。 

 

斉藤朋久（9 期）  ★『石佛庵記Ⅲ』  石乃美社  3000 円  2003 年 6 月 

〔内容説明〕石を友とする日々の出来事の中に垣間見る、人生の真実や大宇宙の神秘なる実相を、想うがままに書き留めた

もの。 

〔経歴〕1953 年富良野市生まれ。立正大学仏教学部卒業。北海道大学大学院インド哲学科研究生中退。日蓮宗本要寺（富良野

市）住職。 
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松久三四彦（9 期）  『民法 1 第 3 版補訂 総則』（共著）  有斐閣  1680 円  2007 年 10 月 

〔内容説明〕コンパクトな体裁で民法をひと通り学ぶことができる初学者向けのテキスト。必要かつ十分な情報を網羅し、叙述

に濃淡をつけ、重要部分を明示して詳解。法人法制改正に対応した第３版補訂。 

〔経歴〕1952 年河西郡芽室町生まれ。北海道大学法学部卒業。北海道大学大学院法学研究科教授。著書に『民法学と比較法学

の諸相』（共著・信山社出版）『日本民法学の形成と課題 下』（共著・有斐閣）など。 

 

黒坂裕之（9 期）  ★『気候環境誌』  私家版  1999 年 6 月 

〔内容説明〕研究してきた資源地理学、気候学を生かす方法として、「水」を中心とした地理学を組み立てた、これまでの講義

ノートの内容を整理、加筆訂正し、まとめ直したもの。〔著者の追究しようとした「水」への想いを一冊の書にするために、友人たち

の協力により、死後、奥様が発行したもの。著者が学んだ母校の図書館に寄贈されました〕 

〔経歴〕1952 年函館市生まれ。東北大学理学部地理学科卒業。筑波大学大学院地球科学研究科博士課程修了。文教大学教育

学部教授。1996 年 7 月逝去。著書に☆『生活の中の環境問題』（編著・梓出版社）☆『地球環境へのアプローチ』（共著・原書房）☆

『大気環境測定法』（私家版）など。 

 

當作靖彦（10 期）  『Yookoso! vols. 1 and 2 Third Edition』 

             McGraw-Hill Companies  $80.00  March 2007 

〔内容説明〕世界初の大学レベルのコミュニカティブ・アプローチによる日本語教科書の第 3 版。実践的能力を身につけること

を目標として、最新の第二言語習得理論にもとづく教授アプローチを使っている。ワークブック、ＣＤプログラム、教師用マニュ

アル、ウェブサイト付。 

〔経歴〕1953 年函館市生まれ。カリフォルニア大学サンディエゴ校言語学大学院博士課程修了。言語学博士。カリフォルニア大学

サンディエゴ校教授。専門は第二言語習得理論、外国語教授法、言語能力評価理論。著書に『日本語教師の専門能力開発 アメ

リカの現状と日本への提言』（編著・凡人社）など。 

 

畑山義人（11 期）  ★『景観用語事典』（共著）  彰国社  3780 円  1998 年 11 月 

〔内容説明〕景観の基本概念から伝統風景・意味論にいたるまで 108 項目をグループにわけ、景観に関する各分野を体系的

に理解できるようにまとめた用語事典。景観や公共空間のデザインを考える上で役立つ。 

〔経歴〕1954 年茅部郡森町生まれ。東京理科大学理工学部土木工学科卒業。清水建設にて、主に海洋構造物と橋梁の設計およ

び技術開発業務に従事。景観デザイングループを立ち上げ、橋梁・街路・水道施設など様々なインフラの構造デザインを手掛けて

きた。現在、札幌市の㈱ドーコンにて、橋梁と道路の計画・設計と景観デザイン業務全般に携わる。東京工業大学非常勤講師。著

者に★『橋の景観デザインを考える』（共著・技報堂出版）☆『Bridges』(共編・鹿島出版会)など。 

 

廣川博之（11 期）  『眼科臨床メモ 改訂第 3 版』（共著 「黄斑部疾患）  南江堂  4725 円  2006 年 10 月 

〔内容説明〕眼科疾患の診断・治療上の留意点を日常診療の場ですぐ使えるように、一覧表、フローチャート等を用いて簡潔

に整理。急激な増加が予想される加齢黄斑変性の新しい治療法を追記するなど、最新の医学知識を反映した改訂第 3 版。 

〔経歴〕1954 年生まれ。旭川医科大学卒業。旭川医科大学附属病院経営企画部教授。専門は医療情報学・眼科学。著書に『網

膜・硝子体 すぐ役に立つ眼科診療の知識』（共著・金原出版）『眼科当直医・救急ガイド』（共著・文光社）など。 

 

藤井眞吾（11 期）  『ギター二重奏のためのサティ作品集』（編集・楽譜）  現代ギター社  1680 円  1998 年 12 月 

〔内容説明〕3 つのジムノペディ、3 つのグノシェンヌ、ジュ･トゥ･ヴー、自動筆記、5 つのノクターン。スコアのみ。サティの作品

が持つ「静けさ、穏やかさ、誠実さ」がギターにぴったりマッチする。 

〔経歴〕1954 年上磯郡上磯町（現・北斗市）生まれ。10 歳よりギターを始める。京都大学農学部卒業。京都大学大学院農学研究科

修士課程を中退し、スペインに留学。「ルイス・コーレマン国際音楽コンクール」でコーレマン賞を受賞。国内各地でソロ・リサイタル。

作曲活動も活発に行う。ＣＤに「夜のスケッチ」「黒いデカメロン」など。 

 

中富清和（12 期）  ★『無と愛の哲学』  北樹出版  3885 円  2002 年 2 月 
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〔内容説明〕現代哲学の枯渇、閉塞状況を打開し、新たな哲学の地平を切り開く試み。本来哲学では重要な根本概念である

「無」「無我」そして「空」の概念を真っ向から考究する。 

〔経歴〕1955 年函館市生まれ。明治大学政治経済学部政治学科卒業。千葉県立八街高等学校教諭。 

 

今野 敏（12 期）  ★『隠蔽捜査』  新潮社  1680 円  2005 年 9 月 

〔内容説明〕警察組織を揺るがす大事件に直面したエリート・キャリア。組織を、そして自らを守るために、下した決断は…。霞

ケ関の本庁舎でキャリアの孤立無援な闘いが始まった。警察小説の新天地を拓く書下ろし長編。この作品で第 27 回吉川英

治文学新人賞を受賞。 

〔経歴〕1955 年三笠市生まれ。上智大学文学部新聞学科在学中の 78 年に『怪物が街にやってくる』で問題小説新人賞を受賞。レ

コード会社勤務を経て、執筆に専念する。さまざまなタイプのエンターテインメントを手がけるが、警察小説の書き手としての評価も

高い。★『果断 隠蔽捜査 2』（新潮社）で第 61 回日本推理作家協会賞「長編および連作短編部門」・第 21 回山本周五郎賞ダブル

受賞。著書に『蓬莱』（講談社）『アキハバラ』（中央公論新社）☆『義珍の挙』（集英社）など 120 冊以上。 

 

橋本和仁（12 期）  ★『光触媒のしくみ』（共著）  日本実業出版社  1890 円  2000 年 10 月 

〔内容説明〕酸化チタンをタイルやガラスの上に付け、太陽光や蛍光灯で照らして「汚れず、曇らない」快適表面を実現する

光触媒技術。日本発のクリーンな技術で、抗菌や脱臭にも効果のある光触媒技術を分かりやすく解説。 

〔経歴〕1955 年空知郡南幌町生まれ。東京大学理学部卒業。東京大学大学院理学系研究科修士課程修了。東京大学大学院工

学系研究科教授。主な著書に★『光クリーン革命』（共著・シーエムシー）『光触媒応用技術』（共著・東京図書）『室内対応型光触

媒への挑戦』（共著・工業調査会）★『材料概論』（共著・岩波書店）など。 

 

加藤智章（12 期）  ☆『社会保障法 第.3 版』（共著）  有斐閣  2205 円  2007 年 5 月 

〔内容説明〕社会保障の複雑な制度の概要をコンパクトに分かりやすく解説したテキスト。2004年年金制度改正、2005年介護

保険制度改正・障害者自立支援法、2006 年医療制度改正等に対応した第３版。 

〔経歴〕1956 年札幌市生まれ。小樽商科大学商学部卒業。北海道大学大学院法学研究科民事法専攻博士課程単位取得満期退

学。新潟大学大学院実務法学研究科教授。主な著書に☆『医療保険と年金保険 フランス社会保障制度における自律と平等』

（共著・北海道大学図書刊行会）『高齢者の法律相談』（共著・有斐閣）など。 

 

佐藤鉄男（12 期）  『ゼミナール破産法』  法学書院  2100 円  1998 年 1 月 

〔内容説明〕事例形式の設問を立て、最新の裁判例や話題をもとに工夫された解説を行う破産法のテキスト。 

〔経歴〕1955 年常呂郡留辺蕊町（現・北見市）生まれ。中央大学法学部卒業。東京大学大学院法学政治学研究科博士後期課程修

了。同志社法学部教授を経て、中央大学法科大学院教授。主な著書に『取締役倒産責任論』（信山社）『民事手続法入門』（共著・

有斐閣）など。 

 

野村 伸〔のむらしんぼ〕（12 期）  『つるピカハゲ丸ベストセレクション 上・下』  小学館  各 1400 円  2005 年 8 月 

〔内容説明〕頭髪が 3 本しかない小学生・ハゲ田ハゲ丸とその一家が、強引かつ本末転倒な様々な節約を試みるという 4 コマ

ギャグマンガ。漫画雑誌「コロコロコミック」に 1985～95 年に連載された。コミックス全 25 巻。第 33 回小学館漫画賞児童部門

受賞作。『つるピカハゲ丸』はテレビ朝日系でアニメ化されている。 

〔経歴〕1955 年茅部郡南茅部町（現・函館市）生まれ。立教大学文学部仏文科中退。弘兼憲史のアシスタントをしていた。主な作品

に☆『とどろけ！一番』（小学館）『ラチェット＆クランク』（小学館）☆『トップ』（小学館・原作）など。 

 

佐藤貢悦（13 期）  ★『古代中国天命思想の展開』  学文社  3465 円  1996 年 6 月   

〔内容説明〕天命思想に焦点をあてながら、孔子、孟子、荀子、「易伝」の倫理思想を検討することによって、東アジアの地域、

歴史のなかで絶大な影響力を発揮してきた儒家思想の歴史的意義を明らかにする。 

〔経歴〕1956 年網走郡美幌町生まれ。筑波大学第二群比較文化学類現代思想学卒業。筑波大学大学院哲学・思想研究科倫理学

博士課程単位取得満期退学。筑波大学大学院人文社会科学研究科教授。主な著書に★『人間の文化と宗教』（共著・北樹出版）
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☆『「気」の比較文化 中国・韓国・日本』（共著・昭和堂 ※ハングルの翻訳語版も寄贈）『中国的なものの見方・考え方』（角川学芸

出版）など。2008 年秋頃に『東アジア常用漢字同字異義辞典』（共著・勉誠出版）を韓国・中国でも同時刊行予定。 

 

大久保雅一（13 期） ★『ピアレビュー 高品質ソフトウェア開発のために』（監訳） 日経 BP ｿﾌﾄﾌﾟﾚｽ 3045 円 2004 年 3 月 

〔内容説明〕CMM／CMMI レベル３で定められた「ピアレビュー」の実践ガイド。プロジェクトチームの中でピアレビューを効果

的に機能させるためのさまざまな方法を、実践的にわかりやすく紹介する。 

〔経歴〕1957 年兵庫県姫路市生まれ。東北大学工学部金属工学科卒業。東北大学大学院工学研究科博士課程前期課程修了。

工学修士。出光エンジニアリング㈱勤務。鉄鋼技術開発、情報システム構築、品質管理、LSI 設計、プラントエンジニアリングなどに

従事。第一種情報処理技術者。 

 

池田昌幸（13 期）  ☆『金融経済学の基礎』  朝倉書店  5460 円  2000 年 3 月 

〔内容説明〕不確実性下の消費者の資産選択行動と金融資産市場の価格形成および配分機能にかんする金融経済学の主

要な結果について解説し、その論理構造を明らかにする。 

〔経歴〕1955 年亀田郡七飯町生まれ。東京大学経済学部卒業。マサチューセッツ工科大学大学院修士課程修了。東京大学大学

院経済学研究科博士課程中退。一橋大学教授を経て、現在、早稲田大学院ファイナンス研究科教授。著書に『オプション評価と

企業金融の理論』（東京大学出版会）『金融工学と証券市場の計量分析 2006』（共編・東洋経済新報社）など。 

 

小助川貞次（13 期）  『高山寺古訓点資料 第四』（共著）  東京大学出版会  31500 円  2003 年 8 月 

〔内容説明〕洛西栂尾高山寺は、明惠上人芳躅の地として中世以来の名刹である。その経蔵に、上代より近世に亘り累世に

収蔵された多数の典籍文書から特に価値ある文献を選び、厳密に翻刻し、研究論文を加える。 

〔経歴〕1956 年秋田県本荘市生まれ。北海道大学文学部卒業。北海道大学大学院文学研究科国文学修士課程修了。富山大学

人文学部教授。専門は日本語学・訓点語学。著書に『高山寺経蔵典籍文書目録 完結篇』（共著・汲古書院）『国語学論集 築島

裕博士傘寿記念』（共著・汲古書院）など。 

 

斎藤智文（13 期）  ☆『働きがいのある会社 日本におけるベスト 25』  労務行政  2500 円  2008 年 6 月 

〔内容説明〕「働きがいのある会社」とは、「従業員が会社や経営者を信頼でき、自分の仕事に誇りが持て、仲間と連帯感の持

てる会社」。本書では、日本における「働きがいのある会社」25 社とアメリカ・ヨーロッパ・中南米の「働きがいのある会社」を従

業員アンケート比較、企業文化や人事制度の比較などを通して、今後の日本企業の進むべき道を提言している。 

〔経歴〕1957 年茅部郡森町生まれ。中央大学商学部経営学科卒業。Great Place to Work Institute Japan チーフプロデューサー。

成城大学経済学部講師などを兼任。 

 

村井康司（14 期）  ★『ジャズの明日へ コンテンポラリー・ジャズの歴史』  河出書房新社  1890 円  2000 年 5 月 

〔内容説明〕「モダン・ジャズの幸せな時代」崩壊後の 40 年をスリリングな発見とともに検証し、来たるべき姿を予見する。自在

な語り口にのせて切り開く、ジャズ評論の新地平。 

〔経歴〕1958 年函館市生まれ。上智大学文学部新聞学科卒業。小学館で国語辞書編集に携わりつつ、穂村弘（歌人）などのエッセ

イなどの書籍を手がける。ジャズ・ライターとしては『スイングジャーナル』誌レギュラー・ディスクレビューアー。主な著書に『ジャズ喫

茶に花束を ジャズ喫茶店主九人が語る「ジャズの真実」』（河出書房新社）『200ＣＤ21 世紀へのジャズ』（編著・立風書房）『ジャズ

“名盤”入門』（共著・宝島社〈宝島新書〉）など。2008 年秋に『ARTES JAZZ CD101』（アルテス・パブリッシング）を刊行予定。 

 

蛸島 直（14 期）  『身体と心性の民俗 （講座日本の民俗学 第２巻）』（共著 「病気と死」）   

雄山閣  5040 円  1998 年 1 月 

〔内容説明〕民俗社会における身体はどのように文化化・社会化されており、どのような意味づけを行ってきたか。また、そこに

はどのような心性が宿っていたかという新しい視点で構想する。  
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〔経歴〕1957 年函館市生まれ。筑波大学第一学群人文学類卒業。筑波大学大学院歴史・人類学研究科文化人類学専攻博士課程

修了。愛知学院大学文学部教授。専攻は日本民俗学・文化人類学。著書に『民族の移動と文化の動態 中国周縁地域の歴史と

現在』（共著・風響社）『台湾原住民研究 第 8 号』（共著・風響社）など。 

 

津金孝行（14 期）  『文科系のための情報科学入門』  高文堂出版社  2243 円  1997 年 4 月 

〔内容説明〕大学の教養課程、特に文化系学部の学生及び一般ビジネスマンに向けて書かれた、情報科学のテキスト。情報

機器の仕組みではなく、どのような種類のものがあってどのように使えるかにテーマを絞っている。 

〔経歴〕1957 年函館市生まれ。東京電機大学工学部卒業。東京電機大学大学院理工学研究科修士課程修了。日本電気㈱を経て、

函館大学商学部准教授。著書に『情報科学入門』（共著・高文堂出版社）。 

 

青山英樹（14 期）  『機械設計学』（共著）  朝倉書店  3570 円  1998 年 12 月 

〔内容説明〕近年、工学教育のカリキュラムの中心に捉える試みがなされているエンジニアリングデザイン（工学設計）を思い

描きつつ、取りまとめた機械設計学のテキスト。 

〔経歴〕慶應義塾大学理工学部システムデザイン工学科教授。主な著書に『プラスチックの射出成形用金型』（共著・〈財〉素形材セ

ンター）『HCD ハンドブック 人間中心設計』（共著・丸善）『機械加工ハンドブック』（共著・朝倉書店）など。 

 

佐々木亘（14 期）  『トマス・アクィナスの人間論 個としての人間の超越性』  知泉書館  5040 円  2005 年 1 月 

〔内容説明〕人間の意味が多様に文節化し、人間存在の基盤が揺らぎはじめた今日の状況の中で、人間本性の意味を根底

から問いかけた書。 

〔経歴〕1957 年帯広市生まれ。南山大学文学部神学科卒業。南山大学文学研究科博士（神学）課程単位取得満期退学。文学博

士。鹿児島純心女子短期大学生活学科教授。専攻は哲学・経済学。著書に『食と心の教育の関連 健康に及ぼす食物栄養学的・

心理学的・哲学的影響』（鹿児島純心女子短期大学）『共同体と共同善 トマス・アクィナスの共同体論研究』（知泉書館）。 

 

辻 一郎（14 期）  ☆『のばそう健康寿命』  岩波書店（岩波アクティブ新書）  735 円  2004 年 2 月 

〔内容説明〕老化のスピードは遅らせられる！ 健康なお年寄りの生活ぶりから、読書やボランティア活動への参加、筋トレな

どの身体運動が老化のスピードに大きな影響を与えることがわかった。要介護の原因となる疾患や事故を防ぐ方法や痴呆予

防、今からでも始められる運動能力改善のトレーニングについて具体的に紹介する。 

〔経歴〕1957 年函館市生まれ。東北大学医学部卒業。東北大学大学院医学系研究科教授。専門は公衆衛生学・健康科学。高齢

者の健康増進と疾病(障害)予防に向けたプログラムを地域で展開中。主な著書に☆『健康寿命』（麦秋社）☆『実践事例で学ぶ介

護予防ケアマネジメントガイドブック』（監修・中央法規出版）☆『介護予防のねらいと戦略』（社会保険研究所）など。 

 

小笠原博宣（14 期）  『眼科学大系 1』（共著 「眼科学診断学・眼機能・眼底の血液測定」）  中山書店  1993 年 1 月 

〔内容説明〕眼科診断学に関する専門書。眼球内の血液循環を知ることで、患者管理の１指標とするための、種々の測定方

法について概説した。 

〔経歴〕 1957 年茅部郡森町生まれ。旭川医科大学医学部卒業。旭川医科大学医学部附属病院眼科講師を経て、札幌市西区に医

療法人ことに眼科クリニック開院。主な著書に『網膜・硝子体 すぐ役に立つ眼科診療の知識』（共著・金原出版）など。 

 

井元秀剛（17 期）  ☆『余裕！のフランス語』  白水社  1785 円  2004 年 3 月 

〔内容説明〕この教科書は、専門的にフランス語を必要とするわけではない学生を対象に、基礎だけを確実に学ばせることを

目的に編集されました。一週間に一度の授業で、前期 13 回、後期 13 回で完結するようにしました。 

〔経歴〕1960 年福岡市生まれ。東京大学教養学部卒業。東京大学人文科学研究科博士課程単位取得満期退学。大阪大学大学

院言語文化研究科准教授。主な著書に『言語文化学概論』（共著・大阪大学出版会）『テキストの生理学』（共著・朝日出版社）『言

語と文化の展望』（共著・英宝社）など。 

 

加藤久典(18 期)  ★『健康栄養学 健康科学としての栄養生理化学』（共編著）  共立出版  2940 円  2005 年 4 月 
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[内容紹介]「食と健康」をテーマに、生活習慣病発症の分子メカニズム、個体・細胞レベルでの栄養素の代謝、食品の機能性

の裏付けなどについて、基礎から最新の研究知見を含めて紹介。 

[経歴]1961 年士別市生まれ。東京大学農学部卒業。東京大学大学院農学系研究科農芸化学博士課程中退。東京大学大学院農

学生命科学研究科准教授。専門は分子栄養学。主な著書に『アミノ酸の機能特性』（共著・建帛社）『分子栄養学 第 2 版』（共著・

光生館）など。 

 

加藤公堂（18 期）  ★『予備校論 学力崩壊にライダーキック！』  文芸社  1365 円  2002 年 12 月 

〔内容説明〕デッカイ夢が未来を決める！ 予備校で伸びる者、伸びない者、これははっきりしている。希望を持ち続けられる

か、持ち続けられないかである。予備校ベテラン講師が明かす、予備校選びのポイント、楽しい予備校ライフのすすめ。 

〔経歴〕1960 年愛媛県松山市生まれ。北九州市立大学法学部卒業。愛媛大学大学院中国政治学専攻修士課程修了。中国語ボラ

ンティア通訳。代々木ゼミナール現代文講師として 10 年を経て、現在は和歌山信愛短期大学付属高校国語科教師。 

 

福井康佐（18 期）  ☆『国民投票制』  信山社出版  8925 円  2007 年 3 月 

〔内容説明〕欧米の国民投票の運用状況を分析・考察し、国民投票制度の一般的理論を構築した上で、日本での国民投票

の運用条件を検討。理念ないしイデオロギーとしての人民主権ではなく、現実の政治の実態としての人民主権の姿を示す。 

〔経歴〕1961 年青森県生まれ。中央大学法学部卒業。学習院大学大学院法学研究科法律学専攻博士後期課程修了。川崎市市

民オンブズマン事務局専門調査員、東京国税不服審判所国税副審判官を経て、現在は参議院憲法調査会客員調査員。成蹊大

学・学習院女子大学等非常勤講師。 

 

湯浅哲也（18 期）  『ＭＥ用語事典』（共著）  コロナ社  23100 円  1999 年 10 月 

〔内容説明〕医学・工学の両分野にまたがる境界領域である医用工学。研究者が使用することを想定して、医用工学におい

て広く用いられている用語約 7000 語を各領域の専門家が解説する。 

〔経歴〕1961 年札幌市生まれ。東京大学理学部卒業。東京大学大学院工学系研究科修士課程修了。山形大学大学院理工学研

究科教授。専門は画像処理・信号処理。著書に『わかる画像処理』（共著・日新出版）。 

 

有馬善一（18 期）  『哲学に何を問うべきか』（共著 「世界の知-理念・地平・開け-） 

              晃洋書房  3990 円  2005 年 10 月 

〔内容説明〕21 世紀の世界にいかなる将来をもたらすべきかという根本思想が欠如した「哲学の現在」を打破すべく、人間の

思想が始まって以来の歴史と対話しつつ、哲学に創造力を取り戻すために「哲学は何を問うべきか」を問う。 

〔経歴〕1962 年余市郡余市町生まれ。京都大学文学部卒業。京都大学大学院文学研究科博士課程修了。摂南大学経営情報学

部准教授。専門は哲学・倫理学。著書に『人間環境の創造 持続可能な文明のために 第 2 版』（共著・勁草書房）など。 

 

畠山直毅（18 期）  ☆『この一秒 極限を超えた十人の物語』  日本放送出版協会  1575 円  2000 年 10 月 

〔内容説明〕それまでの人生を一変させる「日常一大事」。その時人間は何を考えるのか。市井の人々を襲ったある出来事を

通し、彼らの激しい心の振幅を活写する。「浪花デン助ブルース」など全 10 編を収録する。 

〔経歴〕1961 年函館市生まれ。学習院大学法学部卒業。ライブハウス店長をはじめ多数の職を経てフリーライターとなる。「Number」

「別冊宝島」「現代」「NHK 将棋講座」などでギャンブルはもちろん、将棋、サッカーなどと幅広く活躍。著書に『競馬最弱の法則』

（共著・あすか書房）など。 

 

三浦雅樹（19 期）  『中国名言名句の辞典』（共著）  小学館  5250 円  1989 年 1 月   

〔内容説明〕古代から現代にわたる中国の味わい深い名言名句、ことわざ約 6000 を広範な文献から選び出し、現代の感覚で

わかりやすく解説。「論語」「孟子」「老子」「詩経」「史記」などの古典をはじめ、現代では魯迅、孫文、老舎、毛沢東、周恩来、

郭沫若などの作品を渉猟して精選収録。 

〔経歴〕1962 年函館市生まれ。上智大学文学部卒業。上智大学文学研究科国文学博士課程単位取得満期退学。和歌山信愛女

子短期大学生活文化学科准教授。著書に『漢字典』（共著・旺文社）など。 
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石子智士（19 期）  ☆『網膜・硝子体 すぐ役に立つ眼科診療の知識』（共著）  金原出版  10290 円  2005 年 9 月 

〔内容説明〕網膜硝子体疾患の診療の基礎を学ぶ眼科研修医のための入門書。問診から、診断、治療、さらには術前術後の

指示・管理まで詳細に解説した虎の巻。〔この本は編集に 9 期・吉田晃敏、共著者に 11 期・廣川博之、14 期・小笠原博宣などが

おり、複数の旭川医科大学の函館ラ・サール同窓生が関わっています〕 

〔経歴〕1962 年上磯郡上磯町（現・北斗市）生まれ。旭川医科大学卒業。旭川医科大学大学院修了。旭川医科大学准教授。著書

に『コンパクト眼科学 15』（共著・金原出版）『眼科診療メモ』（共著・南江堂）『眼科診療プラクティス 67 変性近視』（文光堂）ほか。 

 

野村修也（19 期）  『ケースブック会社法 第 3 版』（共著）  弘文堂  4095 円  2008 年 3 月 

〔内容説明〕新会社法に対応した法科大学院用テキスト。新会社法の下でなお重要性を有すると思われる判例、および実務

における運用を中心に、数多くの先例を選び、正確に理解するための課題と応用力を高めるための課題を設ける。  

〔経歴〕1962 年函館市生まれ。中央大学法学部卒業。中央大学大学院法学研究科博士後期課程中退。中央大学法科大学院教

授。金融庁や総務庁の法令等遵守調査室長。主な著書に『コンプライアンスのための金融取引ルールブック 第 11 版』（共著・銀

行研修社）『損害保険論』（共編著・有斐閣）『商法』（共著・税務経理協会）など。 

 

上田正和（20 期）  ★『演習憲法人権 学部試験/各種国家試験/公務員試験 問題研究と答案例』（編著）   

新世社（発売・サイエンス社）  2625 円  1996 年 4 月 

〔内容説明〕例題と演習問題は、全国の主要大学の過去 20 年間における学期末試験問題約 2000 問と、司法試験、弁理士

試験、不動産鑑定士試験、公務員試験等の過去問題をベースに、基本的なもののみを選択、収録した。 

〔経歴〕1963 年京都市生まれ。慶應義塾大学法学部法律学科卒業。慶應義塾大学大学院法学研究科公法学専攻前期博士課程

修了。上田法律事務所代表弁護士。大宮法科大学院大学教授。著書に『民事裁判 証拠収集・立証の実務』（共著・新日本法規

出版）『実務法律講義⑫ 実務医事法講義』（共著・民事法研究会）など。 

 

藤田 衛（20 期）  ★『生き残る病院建築 その設計手法』（共著）  理工図書  3990 円  2002 年 12 月 

〔内容説明〕病院淘汰の時代といわれる現代。病院建築設計の根幹となる面積規模の算定方法を中心とした、「生き残る病院

建築」を提案するための実務的なノウハウと、その根底にある設計思想やコンセプトをわかりやすく解説する。 

〔経歴〕1963 年枝幸郡枝幸町生まれ。北海道大学工学部建築学科卒業。北海道大学大学院工学研究科建築工学専攻修士課程

修了。㈱山下設計勤務。一級建築士・医業経営コンサルタント。長岡赤十字病院〈日本医療福祉建築賞 1999 年受賞〉などの設計

のほか、病院等の企画提案、医療経営セミナーの講師も務める。 

 

野澤 康（21 期）  ☆『まちづくりデザインのプロセス』（共著）  日本建築学会（発売・丸善）  1995 円  2004 年 12 月      

〔内容説明〕市民が主体的にまちづくりを進めるプロセスを想定して、実例を紹介しながら、調査から実現のシナリオづくりや

空間づくりまでを一貫して解説する。初学者や行政職員、コンサルタントはもちろん、自らのまちでまちづくりをしようとする一

般の市民にも使える一冊。 

〔経歴〕1964 年函館市生まれ。東京大学工学部都市工学科卒業。東京大学大学院工学系研究科都市工学専攻博士課程修了。

工学院大学工学部建築都市デザイン学科教授。主な著書に☆『まちづくりの科学』（共著・鹿島出版会）☆『住環境 評価方法と理

論』（共著・東京大学出版会）☆『景観法と景観まちづくり』（共著・学芸出版社）☆『都市のシステムと経営』〈共著・岩波書店）☆『建

築ガイド・都市ガイド東京圏』（共著・彰国社）☆『事例で読む現代集合住宅のデザイン』（共著・彰国社）など。 

 

豊福晋平（23 期）  『IT と文明 サルからユビキタス社会へ』（共著 「コミュニティを基盤とした教育情報化の展望」） 

              NTT 出版  2730 円  2004 年 9 月 

〔内容説明〕文明と情報の関わり、ヒトの進化とＩＴ化など、具体的な事例に触れながら、社会生活の抱える実際の課題と解決

案を提示。「HIKARI 社会における生活空間と自己成長」探求グループの探求活動成果をまとめる。 
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〔経歴〕1967 年函館市生まれ。横浜国立大学教育学部卒業。東京工業大学大学院総合理工学研究科博士課程中退。国際大学グ

ローバル・コミュニケーション・センター准教授。専門領域は学校教育心理学・教育工学・学校経営・教育情報化。95 年以降、教育

情報発信サイト「キッズページ」（現 i-learn.jp）運営。著書に『IT なにが問題か』（共著・岩波書店）など。 

 

高田 洋（24 期）  ☆『社会の見方・測り方 計量社会学への招待』（共編・共著）  勁草書房  3570 円  2006 年 7 月 

〔内容説明〕データの構造や社会現象の原因を明らかにする、社会構造の様態の記述、もっとふさわしいモデルを選ぶ…。

社会学は社会の手ざわり、肌ざわりを確かめるためのツールだ。「世の中のしくみをとらえる」ための社会学入門。 

〔経歴〕1967 年檜山郡江差町生まれ。北海道大学文学部卒業。大阪大学大学院人間科学研究科社会学専攻博士後期課程修了。

東京都立大学助手を経て、札幌学院大学社会情報学部准教授。著書に☆『SPSS による多変量解析』(共編・オーム社)☆『社会を

〈モデル〉でみる！ 数理社会学への招待』（共著・勁草書房）など。 

 

石岡克俊（27 期）  『著作権流通と独占禁止法』  慶應義塾大学出版会  3360 円  2001 年 11 月 

〔内容説明〕個人の精神活動の成果たる情報「コト」が、有体物たる「モノ」に固定され、それが商品として流通し取引される際

に生ずる問題を、法的な観点から考察。著作物再販制度をめぐる議論の顚末と今後の展望を語る。 

〔経歴〕1970 年芦別市生まれ。慶應義塾大学法学部卒業。慶応義塾大学大学院法学研究科後期博士課程単位取得退学。慶應

義塾大学産業研究所准教授。主な著書に『市民カレッジ・知っておきたい市民社会の法』（共著・不磨書房）『著作権の法と経済

学』（共著・勁草書房）『白書出版産業 データとチャートで読む日本の出版』（文化通信社）など。 

 

斉藤匡康（27 期）  『ないている町の鴉』  フリープレス（発売・星雲社）  1470 円  1999 年 7 月 

〔内容説明〕國學院「渋谷文学」同人だった 1990 年から、駆け出しの編集者時代の 1999 年までに綴った詩をまとめる。 

〔経歴〕1970 年深川市生まれ。國學院大學文学部卒業。現在は筑摩書房校閲室勤務。 

 

船越 洋（29 期）  『増殖因子と受容体』（共訳）  メディカル・サイエンス・インターナショナル  4410 円  2000 年 4 月 

〔内容説明〕個々の具体的な増殖因子と受容体研究法の最新の技術を網羅し、分かりやすい解説と、すぐに実験を始められ

る詳細な 73 のプロトコールで構成する。 

〔経歴〕1960 年美唄市生まれ。旭川医科大学卒業。旭川医科大学大学院医学博士課程修了。大阪大学大学院医学系研究科准

教授。専門は再生医学。 

 

本城慎之介（29 期）  ☆『本音の履歴書』（共著）  アメーバブックス（発売・幻冬舎）  1365 円  2007 年 4 月 

〔内容説明〕なぜ働くのか？ 人生ってなんだ？ MBA 留学を経て起業した経営者やベンチャー起業家など、多彩な経歴のリ

ーダー16 人が本音で語る、マジな仕事論の数々。ウェブサイト『GREE キャリア』連載に加筆・修正して単行本化。 

〔経歴〕1972 年白糠郡音別町（現・釧路市）生まれ。慶應義塾大学総合政策学部卒業。慶應義塾大学大学院総合政策メディア研

究科修了。㈱音別代表、元㈱楽天取締役副社長、元横浜市立東山田中学校校長。 
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〔付記〕先生たちの著書 

※著者の（ ）内は担当教科・在籍期間・その後の勤務先等です。    

谷口 巌（国語  1960～1966 年  愛知教育大学・岐阜女子大学  愛知県瀬戸市在住）   

★『「吾輩は猫である」を読む』  近代文芸社 1997 年 1 月 

〔内容説明〕『猫』には読むたびごとに発見がある。漱石名作再読再々読の楽しみ。  

 

遊佐悦大（社会  1960～1994 年  函館市花園町在住） 

『父親だけにできること』  女子パウロ修道院  650 円円  1978 年 3 月 

〔内容説明〕1978 年当時、アメリカでも父親の権威回復が課題で、vanishing father という言葉が流行語になっていた時、日本

の父親に自信を与えるために書かれたもの。 

〔著書〕『遊佐先生の教育講座 1～4』（ワールド・ナショナル） 

 

柳瀬喜代志（国語  1961～1963 年  早稲田大学  物故）  

★『日中古典文学論考』  汲古書院  21000 円  1999 年 7 月 

〔内容説明〕儒教や道家の思想研究を出発点とし、中国六朝・唐の古小説の研究を推進し、日本文学における漢籍の受容の

問題にも取り組んだ著者の、六朝志径小説源流考、平安・鎌倉期の学問と文学に関する論文、合わせて 50 編を収める。 

〔著書〕『李嶠百二十詠索引』（東方書店）『将門記・陸奥話記・保元物語・平治物語（新編日本文学全集 41）』（校注、訳・小学館）

『国語教育史に学ぶ』（共著・学文社）ほか。 

 

吉岡正敞(英語  1962～1968 年  函館工業高等専門学校  札幌市在住)  

☆『フランス語ことわざ研究』（訳）  駿河台出版社  3675 円  2005 年 4 月 

〔内容説明〕19 世紀フランスのことわざ研究家 P.M.キタールの代表的著作の翻訳。ことわざを愛してやまぬ著者が熱烈に語り

継ぐ、ことわざ擁護とことわざ賛歌の書。数々の珍しいことわざを繰り出して、興味深く語られる詳細な解説と考察が満載。 

〔著書〕☆『ロシア語ことわざ集 日英仏対照』（編著・駿河台出版社）『フランス語ことわざ集』（編・駿河台出版社）『眼の中の死 古

代ギリシャにおける他者の像』（共訳・法政大学出版会）『英語ことわざ集 日仏独対照』（私家版）など。 

 

村元直人（理科  1964～1993 年  函館短期大学  函館市日吉町在住）   

★『蝦夷地の外人ナチェラリストたち』  幻洋社  1995 円  2000 年 12 月 

〔内容説明〕江戸時代末期、他に先駆けて海外に窓を開いた蝦夷地。訪れた外国人博物学者たちは、その自然に何を見出

したか。列伝で綴る北海道ナチュラルヒストリー。植物学者マキシモビチ、アルブレヒト医師、貿易商ブラキストン、地震学者ミ

ルン、動物学者モース等々。 

〔著書〕★『北海道の食 その昔、我々の先人は何を食べていたか』（幻洋社）『学校に未来はあるか 画一化 それは死だ！』（北

海道教育社） 

 

津田洋行（国語  1964～1969 年  明治大学文学部  東京都青梅市在住）   

☆『透谷像構想序説 伝統と自然』  笠間書院 1500 円 1979 年 5 月 

〔内容説明〕明治期に近代的な文芸評論（「厭世詩家と女性」「内部生命論」など）をおこない、27歳で自殺した北村透谷のおけ

るキリスト教と陽明学の関連などの伝統との関りあい、及び透谷の内部に関る自然の問題を双軸にして、透谷が日本の近代

の創出に際して苦悶したひとつの可能性を追究する。 

〔著書〕『近代への架橋 明治前期の文学と思想をめぐって』（共著 「東アジア的近代への道」・蒼丘書林）『本多秋五の文芸批評 

芸術・歴史・人間』（共著 「本多秋五の歴史小説論・私論」・菁柿堂（発売・星曇社）『文芸とメディア その過去と未来』（共著 「メデ

ィアとしての政治小説」・蒼丘書林）など。 

 

宮崎守成（数学  1965～1976 年  函館工業高等専門学校  函館市深堀町在住）   
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『初等数学』  近代文芸社  2039 円  1994 年 11 月 

〔内容説明〕我々が住む地球の意味を、「万有引力」による自然現象を通して考える数学書。「ケプラーの法則の周辺」と「自

然現象としての軌道」の二部構成で、万有引力に迫る。 

〔著書〕『虚像の塔 1～4』（私家版） 

 

大谷隆昶（理科  1966～1969 年  広島工業大学  広島県大竹市在住）  

☆『大砲と帆船』（訳）  平凡社  2800 円  1996 年 3 月   

〔内容説明〕中世を通じて絶えずイスラムの脅威に受け身の対応を余儀なくされ続けたヨーロッパが、突如反攻に転じ、東は

日本、西はアメリカにいたるまでの大洋の覇権を握ることができたのは何故なのか…。 

〔著書〕『錬金術師ニュートン ヤヌス的天才の肖像』（訳・みすず書房）『科学的発見の現象学』（共訳 紀伊國屋書店）『理性の考

古学 フーコーと科学思想史』（共訳・産業図書）ほか。 

 

高月 晋（英語  1967～1972 年  函館大学  函館市上湯川町在住）   

★『英検辞典』  丸善  4725 円  2003 年 9 月  

〔内容説明〕この単語ではこう出題される！ 単語・熟語を引くと例文が問題形式で載せてあり、その難易度を英検 1 級から 4

級までのレベルに記号で分類。TOEIC、TOEFL、通訳ガイド試験、大学入試などにも大いに役立つ辞典。 

〔著書〕『「たとえ」で学ぶ英語』（丸善）『「言い回し」で学ぶ英語 英検 2 級からのステップ・アップ』（同文館出版） 

 

石井恭一（倫理  1970～1972 年  ラ・サール・ホーム  仙台市在住）  

『丘を下っていった人 聖ラ・サールの生涯』  ラ・サール学園同窓会（鹿児島）  3000 円 

〔内容説明〕近代教育の礎を築いたといわれ、母校の学園の名にもなっている聖ジャン・バティスト・ド・ラ・サールの生涯を詳

細かつ丹念に迫った評伝。〔この本の売り上げは仙台ラ・サール・ホームに寄付されています〕 

 


